平成２２年４月２６日
広報資料

京都市教育委員会
指導部　生徒指導課
京都市少年合唱団　音楽監督の新設及び
練習拠点の京都堀川音楽高校への移転について
　京都市少年合唱団は，昭和３３年に全国初の公立合唱団として創設され，以来半世紀にわたり，豊かで温かい人間味あふれる人格を形成することを目指すとともに，市民の心に響く演奏活動を展開してきました。

この度，京都堀川音楽高校が竣工したことを受け，同校を新たな練習拠点（従前の元京都市立待賢小学校より移転）とし，同校等との有機的な連携をより深めることにより，一層の活動の充実を図ります。

また，「音楽監督」を新設して本合唱団の卒業生でもある加藤完二氏をお迎えし，演奏会の総合的な企画や，子どもたちへの指導などを統括する機能を強化し，より多彩な活動を展開してまいります。

今後とも，この恵まれた練習環境を最大限に活用して「音楽文化創造都市・京都」の　　　　未来を担う人材の育成に努めます。
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今年度の主なスケジュール

練習会場移転日：平成２２年５月１日（土）

演奏会の予定：平成２２年８月７日（土）　第６１回定期演奏会

平成２３年１月８日（土）　第５１回修了演奏会
※会場は共に京都コンサートホール

問い合わせ：京都市教育委員会　生徒指導課（ＴＥＬ２１３－５６２２）
加藤　完二氏　プロフィール


京都市生まれ。京都市少年合唱団の修了生。４歳よりヴァイオリンを始め，大阪音楽大学器楽科ヴァイオリン専攻卒業。


平成２年，全国でも珍しい，伊丹アイフォニックホール専属のアマチュアとプロ合同の　　オーケストラ「伊丹シティフィルハーモニー管弦楽団」初代常任指揮者に就任。


「第２回　ディヌ・ニクレスク　国際指揮者コンクール（ルーマニア）」において入賞，審査員特別賞を同時受賞。


平成１６年より全国からオーディションで選ばれた子どものオーケストラである　　　　　「佐渡裕とスーパーキッズオーケストラ」の首席指揮者。また，自らヴァイオリンを持ち，完二船長と「あんさんぶる・ぱっくぼ～」を結成し，ジャンルを問わない，幅広い音楽活動を展開している。
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